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秋⽥⼤学附属鉱業博物館（2011年5⽉2⽇）
施設情報

正式名称 秋⽥⼤学国際資源学部附属鉱業博物
館

専門分野 地球科学
館⻑ 佐藤時幸
学芸員 専任講師1名、学芸員1名
研究職員 3名
管理運営 秋⽥⼤学⼤学院⼯学資源学研究科
開館 1961年（昭和36年）10⽉8⽇
所在地 〒010-8502

⽇本秋⽥県秋⽥市⼿形字⼤沢
28-2

位置 北緯39度43分45.46秒 
東経140度8分11.64秒

外部リンク http://www.mus.akita-u.ac.jp/
プロジェクト:GLAM

秋田大学附属鉱業博物館

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

秋田大学 > 秋田大学附属鉱業博物館

座標: 北緯39度43分45.46秒 東経140度8分11.64秒
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秋田大学附属鉱業博物館（あきただいがくふぞくこうぎょうはくぶつかん、Mining Museum of Akita 

University）は、秋田県秋田市手形にある秋田大学附属の博物館である。なお、2015年現在は国際資源学

部に附属する施設であるが、過去に何度か博物館を所管する大学組織が変更されていることから、本項で

は秋田大学附属鉱業博物館で統一して記述する。

概要

展⽰

⼊館料・開館時間等

交通アクセス

脚注

関連項目

外部リンク

1910年（明治43年）に設立された旧制秋田鉱山専門学校の列品室を淵源とする。1941年（昭和16年）に火

事により列品室の全資料を焼失するが、その後新制秋田大学設立時に県からの寄付によって鉱山博物館が

設立され、資料の復興がなされた。現在の博物館は鉱山学部設立50周年記念事業として1961年（昭和36

年）に卒業生を中心とした寄付・協力により建設されたものである。なお、当初は鉱山学部の附属施設で

あったが、その後秋田大学内の機構再編にともない、1998年（平成10年）には工学資源学部附属に、

2010年（平成22年）には大学院部局化にともない、大学院工学資源学研究科附属に移行し、2014年（平

成26年）には国際資源学部が新設されたことにともない、現在の国際資源学部附属となった[1]。

円筒形の建物の1階から3階までが展示室となっており、鉱物・鉱石の展示（1階）と、それを通した地殻

活動・地球史（2階）、あるいは人類活動と鉱物資源との関わり、鉱業活動（3階）についての展示と解説

を主眼としている。

1階展示室では、「鉱物・鉱石」をテーマとしており、標本の展示は約400種1500点以上に及ぶ。鉱物編

ではシュツルンツ分類に沿って半円形の展示コーナーに鉱物標本が展示されており、鉱石・鉱床編ではか

つて秋田県の鉱山で広く採掘された黒鉱ほか、大型の鉱石及び石炭、原油などのエネルギー資源の標本を

展示している。

2階展示室では、「地球の構成と歴史」をテーマに、岩石地質編と化石編の2つの小テーマに沿って「地球

の成り立ち」、「岩石」、「地球表層の諸現象」（岩石地質編）、「秋田の生い立ち」、「地球生命史」

（化石編）に至る5つの展示コーナーがある。前者では隕石や岩石、地層はぎ取り標本、火山噴出物な

ど、後者では化石等が展示されている。また、アンモナイト化石標本の八木コレクションがある。
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3階展示室では、「資源開発」をテーマに資源探査から採掘、選鉱、製錬に至るまでの各過程を模型とと

もに展示している。また、かつて秋田県は院内銀山、阿仁鉱山、小坂鉱山、尾去沢鉱山、花岡鉱山、荒川

鉱山等の各鉱山ほか、申川油田、八橋油田等の地下資源を広く採掘していたため、秋田県の鉱山史につい

ても展示しており、大正期の石油掘削機の模型や、久保田藩による坑内の絵図等も展示している。

この他、屋外にも大型の岩石や掘削機械を展示している。

◾ 開館時間 

◾ 9:00 - 16:00

◾ 休館⽇ 

◾ 12⽉26⽇から翌年の1⽉5⽇まで

◾ ⼊館料 

◾ ⼀般︓100円（平成25年4⽉1⽇より）

◾ ⾼校⽣以下︓無料

◾ JR秋⽥駅⻄⼝より秋⽥中央交通バス⼿形⼭経由⼤学病院線「鉱業博物館⼊⼝」下⾞、徒歩5分

秋田駅から徒歩の場合は約30分。東口から。

1. ^ “博物館沿⾰ (http://www.mus.akita-u.ac.jp/about/historyJ.html)”. 2015年4⽉2⽇閲覧。 

◾ 地球科学 - 地質学、地史学、鉱物学、鉱床学等、本博物館の専門分野を広く包摂する学問。

◾ 秋⽥⼤学鉱業博物館 (http://www.mus.akita-u.ac.jp/index.html)

「https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=秋⽥⼤学附属鉱業博物館&oldid=70758880」から取得

最終更新 2018年11⽉26⽇ (⽉) 10:38 （⽇時は個⼈設定で未設定ならばUTC）。

テキストはクリエイティブ・コモンズ 表⽰-継承ライセンスの下で利⽤可能です。追加の条件が適⽤され
る場合があります。詳細は利⽤規約を参照してください。
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